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ごみ減量アドバイザー・視察研修に参加して

5 月中旬、長野市の廃棄物業者 N社の視察研修に参加

しました。同社会長の挨拶の中で、「当社は持ち込まれ

たごみは、燃やさない、埋めない」を企業理念とし、事

業展開をしているとの話がありました。

この考えを私たちの立場に置き換えれば、『ごみは少

なく、分別の徹底』になるのではと感じました。また、

会社の看板、名刺に「静脈産業」の商社であることが表

示されておりました。リサイクル業に対する意欲の表れ

で、「いい得て妙」であると感じました。

私たちは便利な生活を享受し、ごみ処理には、「多勢

のご苦労」と「多額の費用」が必要であります。こうし

た状況の中で、私たちはもう少し静脈部分に対し、その

大切さを感じ、行動することが重要であることも強く感

じました。

「今、もし、ごみ収集ができなくなったらどうなるだ

ろう。」

街にはごみが溢れ、衛生的な生活が維持できなくなり

ます。行政をはじめとする、ごみ施策に従事する皆さん

に感謝するとともに、その事業の安定的推進を願うとこ

ろであります。

毎日の生活の中で、「余計なものは買わない」、「使い

尽くす」、「ごみと資源物をしっかり分別して出す」。

このことが『ごみ減量』の基本であることを認識し、

ごみ減量に皆さんとともに努力していきたいと思いま

す。

☆このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行われる

催しをお知らせいたします。催し物がない日でも、気楽

にお出かけください。良い情報交換ができると思います。

★環境に配慮したグリーン購入のお手伝いとして、エコ

文具の販売、ペットボトルから作ったネクタイの販売と、

手づくりのリサイクル品、布ぞうり、袋物、さき織り製

品等の販売をしています。

◎古着の回収

8 月 7日（金）午前 10時から正午

回収する物は、どなたかが着られる状態の衣類

で、破れたり、汚れがあったりするものは回収で

きません。

時間内に持参してください。

ごみ減量にご協力ください。

衣類を燃やさずリサイクルしましょう。
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大人の施設見学してみませんか

昨年度、「雑がみ回収袋」が配布されました。その袋は、小さ

い紙や束ねづらい形状の物を入れて出す袋として配布されたの

ですが、それ以外の縛って出せるもの「広告・チラシ・厚紙・雑

誌」等、全てを袋に入れて出していませんか。

袋が大きいこともあり、今まで分別をして縛って出していたこ

とを思うと、楽に袋の中に入れることができてしまいます。

…が、回収先の施設に足を運んでみてください。

ひと塊に袋に入れて出された紙類は、従業員の方によって、ま

ず紐を切り、袋から出し、それぞれに分別されます。

以前のように分別をして紐で縛って出すのであれば、回収先で

は、それぞれの分別場所で紐を切る作業だけで良いのです。

配布された袋は、「縛れない紙類等、どのような小さな紙でも、

少しでも多くの人に、燃やせるごみとせず、この袋に入れて、資

源としての意識を持って欲しい」との思いで配布されました。

他に「プラマーク付プラスチック」を回収して、中間処理をし

ている施設も見学をしてみましょう。

ここでも、回収されたプラスチックを、手作業で分別をしてい

ます。

「なぜスーパーの袋にプラスチック製品を詰め込み、市の指定

袋に入れて出さない方がいいのか」、「なぜ洗ってきれいにして出

すのか」、「プラマーク付プラスチックとは何なのか」、自分の目

で見ることにより、なぜなのか理解ができると思います。

不用になった物は、「全てがごみではなく、資源として再利用

していくには、どのような工程を経て、どれだけの人の手により

リサイクルされているのか」、見て考えることで、出し方のマナ

ーも変わってきます。

機会がありましたら、ぜひ上田市内の回収処理施設の見学をお

勧めします。

体験コーナー

★空き缶のリサイクル

★牛乳パックのリサイクル

少しの時間で作れる物があります。

生ごみの堆肥化とごみ減量
わかりやすく、すぐ実行できるごみ減

量法をアドバイスいたします（申込不要）。

★生ごみ処理基材「ぱっくん」は、

4月1日から、無料で配布しています。

生ごみを燃やさず、有効活用しましょ

う。御協力ください。

“焼却炉がギブアップです！！”

申し込み､問い合わせ先

｢エコ・ハウス｣（上田クリーンセンター内） 上田市天神 3-11-31 ℡23－5144
エコ・サポート 21ホームページ http://www.city.ueda.nagano.jp/haiki/kurashi/gomi/eco-house/

さあ！出かけましょう

エコ・ハウスへ

◎古着回収

エコ・ハウスでは、8月 7日（金）午前 10 時から 12 時まで、不用になった衣類の回収を行います。

毎回、多くの市民の方が衣類を持ってこられ、「捨てるに捨てられず困っていました、利用してもらえて良かった！」

と感謝して帰られる方が大変多く、サポーターも汗だくですが、回収を始めてよかったと思っています。『毎月第一

金曜日』午前 10時〜12 時が回収日です。ごみ減量のためにご協力をお願いいたします。


